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西

建
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だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2012 年 
  1 月 

 

210号 

 
  

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

森
屋 

光
石 

 

昭
島
市
拝
島
町
三
‐
二
‐
二
五 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
九
‐
〇
一
二
〇 

イ
ー
グ
ル
警
備 

株
式
会
社 

イ
ー
エ
ス
ピ
ー 

羽
村
市
富
士
見
平
二
‐
一
‐
五 

 

 
 
 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
五 

 
 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
八 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

有
限
会
社 

師 

岡 

建 

材 

代
表
取
締
役 

師
岡 

学 
 

奥
多
摩
町
大
丹
波
七
二
六 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
二
七
三
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
五
‐
一
四
二
二  

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八 

王 

子 

鈴 

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電 

話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

保
安
用
品
の
レ
ン
タ
ル
・
販
売 

株
式
会
社 

標 

識 

一 

番 

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
一
‐
八
‐
六 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
〇
‐
三
七
五
一 

 

日
建
学
院 

青
梅
校
（
認
定
校
）
西
建
協 

１
級
建
築
施
工
（
学
科
）
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
月
５
日
ス
タ
ー
ト 

＊
受
講
申
込
等
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す 

 

 
 

賀 

正 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

太
平
洋
プ
レ
コ
ン
工
業
㈱ 

多
摩
支
店 

福
生
市
志
茂
一
五
四 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
八
六
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
四
二
一  

 

有
限
会
社 

丸  

善  

産  

業 

代
表
取
締
役 

小
林 

廣
行 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

電 

話 
 
 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

ク
レ
ー
ン
リ
ー
ス 

有
限
会
社 

新 

富 

重 

機 

羽
村
市
栄
町
二
‐
七
‐
一
七 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
八
一
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
二
六
六
〇 

 

セ
カ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

清 

水 
 
 

守 

羽
村
市
小
作
台
五
‐
六
‐
十
三 

電
話 

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
一 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
七
九
‐
四
八
二
三 

 

富 

岳 

物 

産 

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

小
山 

智
禎 

昭
島
市
郷
地
町
三
‐
一
‐
一
二 

ワ
ロ
ム
ビ
ル 

 

 
 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
〇
〇
‐
二
四
五
一 

 
 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
四
四
‐
一
六
二
一 

 

測
量
機
器
販
売
修
理 

有
限
会
社 

サ
ー
ベ
イ
・
サ
ー
ビ
ス 

府
中
市
住
吉
町
一
‐
二
九
‐
一 

電 

話 

〇
四
二
―
三
六
〇
‐
四
六
一
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
三
六
〇
‐
四
六
七
九 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中
村 

常
一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

電 

話 
〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
二
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
四
五 

 

新 
年 
の 

ご 

挨 

拶 
 
 
 
 
 
 
 
 

理 

事 

長 
 

細 

沼 

順 

人 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
放
射
能
汚
染
、

電
力
不
足
に
加
え
円
高
や
国
内
政
治
の
不
安
等
々
、

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
社
会
現
象
が
次
々

と
勃
発
し
、
大
変
厳
し
い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
当
組
合
は
前
向
き

に
活
動
を
続
け
、
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
す
、
昨
年
の
「
新
年
の
ご
挨
拶
」
で
も
述
べ
ま

し
た
が
、
西
多
摩
の
安
全
・
安
心
な
「
ま
ち
づ
く
り
」

は
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
が
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
地
域
の
皆
様
、
発
注
者
の
方
々
に
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
が
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
実
を
結
び
始
め
た
の
で
は 

 

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

私
は
、
西
多
摩
と
い
う
東
京
の
中
で
も
特
殊
な
事

情
を
抱
え
て
い
る
地
域
に
と
っ
て
、
当
組
合
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と
考
え
ま
す
し
、
私
の

会
社
も
私
自
身
も
当
組
合
に
育
て
て
頂
い
た
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
は
、
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
大
切
な
こ
の
組
合
を
、
ど
う
す
れ
ば
存
続

さ
せ
ら
れ
る
の
か
、
考
え
た
末
に
当
組
合
が
地
域
や

発
注
者
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で
あ
る
と
認
知
し

て
も
ら
う
こ
と
が
組
合
存
続
の
手
段
で
あ
り
、
組
合

の
存
続
自
体
が
組
合
員
に
と
っ
て
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
な
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
に
充
実
さ
せ
て
組

合
活
動
の
情
報
開
示
を
行
い
、
組
合
員
同
士
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
技
術
講
習
会
の
実
施
や
、
地
域
防
災 

 

活
動
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
行
い
、

発
注
者
に
対
し
て
も
地
域
要

望
や
意
見
交
換
な
ど
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

私
の
力
不
足
で
、
な
か
な
か

メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
り
に
く
い

と
感
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
理
事
や
委
員
の
皆

さ
ん
は
本
当
に
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
役

員
改
選
も
あ
ま
す
が
、
ど
う
か

こ
の
若
い
仲
間
を
信
用
し
て

い
た
だ
き
、
よ
り
一
層
の
お
力

添
え
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
皆
様

の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
念
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

『
東
日
本
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
』   

自
由
民
主
党
国
会
対
策
副
委
員
長  

衆
議
院
議
員 

井 

上 

信 

治 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
細
沼
理
事
長
を
中
心
と
し
て
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
が
西
多
摩
の
地

域
発
展
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
昨
年
中
も
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

昨
年
、
三
月
十
一
日
に
は
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、
発
生

直
後
に
自
ら
志
願
し
て
震
災
対
応
の
責
任

者
の
一
員
と
な
り
、
こ
の
十
ヶ
月
間
、
必
死

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
政
府
・
与
党
の
対
応
の
遅
れ
も
あ
り
、

残
念
な
が
ら
未
だ
三
十
万
人
以
上
の
被
災

者
が
苦
し
い
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。 

今
年
こ
そ
、
党
派
を
超
え
て
一
致
協
力
し
、

本
当
の
意
味
で
大
地
震
や
原
発
事
故
の
収 

束
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

引
き
続
き
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
大
震
災
を
契
機
に
、
防
災

対
策
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
資
本
整
備
の
重

要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
案
に

お
い
て
も
復
興
関
連
事
業
費
を
除
く
公
共
事

業
費
が
三
．
二
％
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
に
被

災
地
の
復
旧
・
復
興
は
最
優
先
課
題
で
す
が
、

自
然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か

ら
ず
、
防
災
対
策
な
ど
の
必
要
性
は
西
多
摩

も
含
め
全
国
共
通
で
す
。
む
し
ろ
、
子
ど
も

手
当
て
な
ど
の
バ
ラ
マ
キ
政
策
を
廃
止
し
た

り
、
割
高
な
公
務
員
給
与
を
引
き
下
げ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
自
然
災
害

に
も
強
い
「
強
靭
な
国
土
」
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
政
治
の
責
任
で
す
。 

 
 

ま
た
、
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
民
主
党
政

権
に
よ
っ
て
一
時
凍
結
さ
れ
た
国
道
十
六
号

線
武
蔵
野
橋
付
近
の
拡
幅
事
業
も
「
ね
じ
れ

国
会
」
と
な
っ
て
以
来
順
調
に
進
め
て
お
り
、

今
年
二
月
下
旬
に
は
暫
定
四
車
線
化
に
移
行

さ
せ
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
と

っ
て
大
切
な
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
元
選
出

の
唯
一
の
国
会
議
員
と
し
て
、
皆
様
と
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

な
お
、
今
年
の
五
月
に
は
、
福
生
市
長
・

奥
多
摩
町
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

地
域
の
発
展
や
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
ど
の
候
補
者
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
賢
明
な

ご
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 

新

年

の

ご

挨

拶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

林 

田 
 

武 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

輝
か
し
い
平
成
二
十
四
年
を
迎
え
、
西
多

摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご 

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
も
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
の
都
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、 

都
議
会
議
員
在
職
十
年
と
い
う
事
で
表
彰
さ 

れ
ま
し
た
。 

平
成
十
三
年
に
皆
様
の
ご
支
援
で
、
都
議

会
へ
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
っ
と
い
う
間
の

十
年
で
し
た
が
、
西
建
協
の
皆
様
や
多
く
の

方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝 
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

 
 
 
 
 
 

電 

話  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
 
 

 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

式

場

使

用

料

無

料 

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
青
梅 

 
 
 
 
 
 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
  
  
  

電 

話 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

 
 
 
 
 
 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電 

話 
 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞 

穂 

支 

店 

瑞
穂
町
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電 

話 
〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

 
 
 
  

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

 
 
 
 
 
 
 

電 

話 
 
 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

電 

話 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社 

明 
 
 

商 
 
 
 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

電 

話 
 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

砕
石
と
合
材
の
こ
と
な
ら
何
か
ら
何
ま
で 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

青
梅
市
新
町
九
‐
一
九
九
八 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

電
話 

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

有
限
会
社 

ナ
カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

中
川 

克
己 

埼
玉
県
入
間
市
寺
竹
五
三
九
‐
八 

 
 
 
 
 
 

電 

話 
 
 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
三
二
二
六 

 
 
 

 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
四
‐
二
九
三
六
‐
一
九
九
八 

 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
十
月
に
は
本
会
議
に
お
い
て
、
東

京
都
監
査
委
員
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
全
都

道
府
県
監
査
委
員
協
議
会
の
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
都
政
の
中
で
大
変
責
任
あ

る
職
務
で
す
が
、
与
え
ら
れ
た
任
期
中
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
は
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
し 

た
。
東
京
都
知
事
選
挙
、
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
、
石
原
都
知
事
が
四
選
を
果
た
し
ま

し
た
。 

そ
の
石
原
知
事
が
選
挙
に
出
る
と
声
明 

 

し
た
日
は
あ
の
三
・
一
・
一
、
東
日
本
大
震
災

の
日
で
し
た
。
三
月
十
一
日
本
会
議
の
最
終

日
。
石
原
知
事
は
「
今
国
民
の
多
く
が
感
じ
て

い
る
国
家
破
綻
の
危
機
に
対
し
、
身
を
賭
し
て

最
後
の
ご
奉
公
を
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
、
私
た
ち
は
ま
た
石
原
都
知
事
と
共
に
今
後

の
都
政
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
時
で
し

た
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
、
千
年
に
一
度
と
い

う
大
震
災
は
被
能
災
地
は
も
と
よ
り
日
本
中

を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
後
、
私
た
ち
は
政
治
家
の
無 

 

能
さ
が
露
呈
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
議
員
が
国

政
を
優
先
せ
ず
、
た
だ
選
挙
に
勝
つ
こ
と
だ

け
を
第
一
と
し
、
悪
し
き
迎
合
主
義
を
し
て

き
た
「
つ
け
」
が
今
、
国
家
破
綻
に
導
い
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
国
会
議
員
は
身
を
粉

に
し
て
働
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

都
政
は
石
原
都
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

の
下
、
「
国
が
だ
め
な
ら
東
京
か
ら
国
を
変

え
る
」
日
本
再
生
に
向
か
っ
て
実
行
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

都
内
の
中
小
企
業
、
商
工
業
、
建
設
、
土

木
、
医
療
、
福
祉
、
環
境
、
観
光
等
々
あ
ら 

 

謹 

賀 

新 

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
都
議
会
議
員 

  

山 

下 

よ 

う 

こ 
 

 日差
し
の
伸
び
に
新
春
の
輝
き
を
感
じ

る
頃
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
大
地
震
の
発
生
と
、
そ
れ
に
伴
う

大
き
な
被
害
と
い
う
、
ま
さ
に
激
動
の
一
年

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
西
建
協
ご
関

係
各
位
の
被
災
地
支
援
等
、
様
々
な
ご
尽
力

に
対
し
ま
し
て
も
、
こ
こ
で
改
め
て
敬
意
を

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

震
災
か
ら
二
か
月
後
の
五
月
に
、
私
は
宮

城
県
の
気
仙
沼
等
へ
、
花
の
鉢
植
え
千
六
百

鉢
を
届
け
る
橋
渡
し
を
い
た
し
ま
し
た
。 

惨
状
の
中
、
避
難
所
暮
ら
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
々
が
、
花
を
受
け
取
る
際
、 

 

見
せ
て
く
れ
た
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
笑
顔
を
私

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
悲
し
み
、
苦

し
み
、
不
安
の
日
々
に
あ
っ
て
、
花
は
希
望
の

光
に
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
こ
れ
こ
そ
が
生
命
の
あ
る
植
物
の
力
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

都
政
の
場
で
一
貫
し
て
、
私
は
緑
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
特
に
建
築
物
の
内
部
の
緑
化

が
、
新
た
な
需
要
を
創
出
し
、
そ
れ
に
伴
う
産

業
振
興
、
雇
用
促
進
等
の
経
済
効
果
を
生
む
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
単
な
る
緑
化

で
は
な
く
、
建
築
物
と
の
調
和
の
取
れ
た
文
化

的
な
価
値
の
あ
る
室
内
緑
化
を
ぜ
ひ
と
も
西

建
協
の
皆
様
と
共
に
考
案
し
、
世
の
中
に
広
く

提
案
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 
今
年
は
、
東
洋
の
暦
を
用
い
れ
ば
、
六
白
金

星
の
辰
年
。
見
せ
か
け
や
口
先
だ
け
で
は
通
用

し
な
い
本
物
志
向
の
年
、
高
級
品
や
人
間
の
品

格
が
重
ん
じ
ら
れ
る
年
、
と
い
う
暗
示
で
す
。

長
年
、西
建
協
の
皆
様
が
磨
き
を
か
け
て
き
た

す
ぐ
れ
た
技
術
や
巧
み
の
技
と
も
言
え
る
プ

ロ
の
こ
だ
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。 

 

復
興
元
年
の
今
年
、日
本
国
民
す
べ
て
の
真

価
が
問
わ
れ
る
年
と
言
え
ま
し
ょ
う
。妥
協
を

許
さ
ぬ
強
い
意
志
で
、
日
本
の
復
興
の
た
め

に
、
共
に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

再
生
発
展
に
向
け
て
全
力
を 

 
 
 

     
  

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

島 

田 

幸 

成 

昨
年
は
、
思
い
も
寄
ら
な
い
大
震
災
と
原

発
事
故
に
見
舞
わ
れ
て
、
東
北
地
方
は
も
と

よ
り
西
多
摩
に
住
む
私
た
ち
に
と
り
ま
し

て
も
厳
し
い
年
で
し
た
が
、
二
〇
一
二
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
逞
し
い
復
興
再

生
と
明
る
い
発
展
を
祈
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ま
れ
地
域
社
会
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。
ま
た
、
平
素
は
格
段
の
ご
支
援
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
年
を
迎
え
た
現
在
、
世
界
各
国
の

財
政
状
況
の
悪
化
や
政
情
の
不
安
定
が
報

道
さ
れ
な
い
日
は
な
く
、
我
が
国
に
お
い
て

も
震
災
復
興
対
策
に
加
え
て
長
引
く
不
況

か
ら
の
脱
却
や
、
政
治
・
財
務
状
況
の
安
定

が
喫
緊
の
こ
と
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い 

ま
す
。 

ま
す
。
復
興
再
生
へ
の
道
程
は
決
し
て
容
易

な
も
の
で
は
な
く
、
長
く
険
し
い
も
の
と
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。 

こ
の
よ
う
な
時
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
私
た
ち

は
、
怯
ま
ず
弛
ま
ず
、
持
て
る
全
て
の
力
を

尽
く
し
て
前
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

強
い
意
志
を
持
っ
て
日
本
の
再
生
を
牽
引
し

て
行
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
と
考
え
て
い

ま
す
。
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京

に
招
致
し
よ
う
と
い
う
都
議
会
の
決
議
は
、

そ
の
意
志
表
出
の
一
つ
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
も
た
ら
す
人
間
へ
の
信
頼
は
、
復
興
へ

向
け
て
取
り
組
む
全
て
の
人
々
に
大
き
な
勇

気
と
力
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
し
、
復

興
の
姿
を
全
世
界
の
人
々
に
示
す
こ
と
は
、

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

ま
た
昨
年
末
、
東
京
都
は
新
た
な
都
市
戦

略
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
『
二
〇
二
〇
年
の

東 

東
京
』
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
実
現
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
特
に
、
防
災
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
を
は
じ
め
環
境
、
産
業
、
教
育
な
ど

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
都
心
部
に
集
中
さ
せ

ず
に
、
多
摩
全
域
に
拡
大
し
、
実
現
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
建
築
物
の
耐
震
化
、
道

路
や
河
川
の
安
全
確
保
、
自
然
環
境
の
活
用
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
太
陽
光
発
電
の
導
入
促
進

等
、
様
々
な
地
域
基
盤
社
会
の
整
備
は
、
西

多
摩
の
経
済
成
長
に
欠
か
せ
な
い
根
本
で
あ

り
、
私
は
、
こ
れ
を
目
標
と
し
て
鋭
意
邁
進

す
る
所
存
で
お
り
ま
す
。 

 

年
頭
に
当
た
り
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

も
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ゆ
る
職
種
、
分
野
を
「
東
京
の
力
」
で
押
し
上
げ
て

い
き
ま
す
。 

西
建
協
の
皆
様
に
も
安
心
し
て
仕
事
が
出
来
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
、
西
建
協
の
更
な
る
ご
発
展
、
ご

繁
栄
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



 


